
　

平
成
30
年
２
月
25
日（
日
）

於
：
白
岡
市　

は
ぴ
す
し
ら

お
か　

今
回
は
少
し
範
囲
を

広
げ
室
町
時
代
に
茨
城
、
古

河
を
拠
点
に
１
３
０
年
余
り

続
い
た
「
古
河
公
方
、関
東
足

利
氏
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

講
師
は
古
河
公
方
に
造
詣
の

深
い
元
古
河
歴
史
博
物
館
館

長
の
鷲
尾
政
市
先
生
に
お
願

い
し
ま
し
た
。
当
日
は
こ
の

地
域
の
歴
史
に
興
味
が
あ
る

方
や
、
古
河
か
ら
の
参
加
者

も
多
数
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
鎌
倉
を
追
わ
れ
、
逃
げ

出
す
よ
う
に
古
河
に
た
ど
り

着
い
た
と
さ
れ
て
い
た
初
代

足
利
成
氏
は
実
は
戦
略
的
な

意
味
で
古
河
を
目
指
し
た
の

で
は
な
い
か
と
の
学
説
を
基

に
新
説
が
紹
介
さ
れ
た
。
当

時
の
交
通
手
段
は
水
上
で
あ

り
古
河
近
辺
に
渡
良
瀬
川
や

利
根
川
が
あ
り
地
の
利
あ
っ

た
事
、
周
辺
に
は
足
利
氏
を

支
援
す
る
豪
族
が
多
数
存
在

し
て
い
た
事
な
ど
か
ら
幕
府

設
置
に
理
想
的
な
地
域
で
あ

っ
た
事
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

又
戦
国
時
代
は
応
仁
の
乱

（
１
４
６
７
）
勃
発
で
始
ま

っ
た
と
さ
れ
る
説
が
通
説
で

あ
る
が
、
応
仁
の
乱
よ
り
13

年
前
の
足
利
成
氏
の
起
こ
し

た
享
徳
の
乱
（
１
４
５
４
、

古
河
公
方
誕
生
）
に
よ
り
始

ま
り
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
後

北
条
氏
滅
亡
（
１
５
９
０
）

に
よ
り
終
結
し
た
と
さ
れ
る

峰
岸
純
夫
氏
（
歴
史
研
究
家
）

の
新
説
も
披
露
さ
れ
た
。
歴

史
の
再
検
証
に
よ
り
こ
れ
ま

で
と
違
っ
た
見
方
が
あ
る
事

に
参
加
し
た
90
名
の
皆
様
が

納
得
し
て
い
る
よ
う
な
様
子

で
し
た
。
又
こ
の
地
域
で
の

か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
成
氏

は
室
町
幕
府
（
京
都
）
に
そ

む
く
事
20
数
年
、
６
度
の
改

元
に
か
か
わ
ら
ず
享
徳
年
号

を
使
用
、
享
徳
５
年
に
鷲
宮

神
社
に
願
文
奉
納
、
白
岡
八

幡
宮
に
は
鰐
口
を
奉
納
し
て

お
り
、
久
喜
の
甘
棠
院
で
は

古
河
公
方
５
代
義
氏
の
葬
儀

が
営
ま
れ
て
い
る
。
古
河
公

方
そ
の
後
に
つ
い
て
は
徳
川

幕
府
に
よ
り
手
厚
く
庇
護
さ

れ
喜
連
川
氏
と
し
て
現
在
も

続
い
て
い
る
。
複
雑
な
時
代

背
景
を
家
系
図
等
を
用
い
た

丁
寧
な
解
説
で
戦
国
が
蘇
る

２
時
間
で
あ
り
ま
し
た
。

期
日　

平
成
30
年
10
月
27
日

（
土
）15
時
～
場
所　

こ
も
れ

び
の
森
（
白
岡
市
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
）
講
師　

赤
坂
憲

雄
氏（
学
習
院
大
学
教
授
・
福

島
県
立
博
物
館
館
長
）、専
門

は
東
北
文
化
論
と
日
本
思
想

史
「
東
北
学
」
を
掲
げ
て
地

域
学
の
可
能
性
を
問
い
か
け

て
き
た
が
、
東
日
本
大
震
災

を
経
て
東
北
学
の
第
２
ス
タ

ー
ジ
を
模
索
中
。
「
東
北
学

/
忘
れ
ら
れ
た
東
北
・
岡
本

太
郎
の
見
た
日
本
・
性
食
考

司
馬
遼
太
郎　

東
北
を
ゆ

く
・
・
」
等
著
書
多
数
の
ご

来
場
を
お
待
ち
致
し
ま
す
。
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き
ず
な

き
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き
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第
14
回
地
域
文
化
遺
産
ス
タ
デ
ィ

古
河
公
方
の
時
代
と
そ
の
周
辺
地
域

元
古
河
歴
史
博
物
館
長
が
語
る

鷹尾講師
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設
立
10
周
年
記
念
講
演
会

(
兼)

地
域
文
化
遺
産
ス
タ
デ
ィ
の
ご
案
内

　

「
武
蔵
野
、心
の
原
風
景
を
語
る
」

　

お
陰
様
で
３
月
29
日
・

設
立
10
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
爾
来
、
色
々
な
事
に

挑
戦
し
、
遭
遇
し
、
縷
々

議
論
し
て
都
度
、
各
位
の

努
力
と
熱
意
で
困
難
な
活

動
や
危
機
も
乗
り
越
え
、

今
日
を
迎
え
ま
し
た
。
10

年
の
月
・
日
は
平
坦
な
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
山

あ
り
谷
あ
り
、
時
と
し
て

こ
こ
ろ
折
れ
そ
う
な
時
が

幾
度
か
。
縁
（
よ
す
が
）と

し
た
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
理
念

は
日
常
と
距
離
感
を
感
じ

さ
せ
る
事
も
あ
り
ま
し
た

が
地
域
・
会
員
規
模
・
財

政
基
盤
な
ど
の
諸
事
情
を

勘
案
し
て
適
合
す
る
具
体

的
活
動
を
常
に
模
索
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。結
果「
私

達
の
活
動
」
と
位
置
し
た

事
業
は
、
地
域
文
化
の
向

上
を
目
指
し
、
先
ず
は
、

世
界
を
知
り
、
わ
が
町
を

知
る「
学
び
の
場
の
提
供
」

を
謳
い
、
「
国
際
文
化
ス

タ
デ
ィ
」
「
地
域
文
化
ス

タ
デ
ィ
」
を
取
り
上
げ
ま

し
た
。
会
員
相
互
の
為
に

「
文
化
遺
産
め
ぐ
り
」「
寺

子
屋
講
座
」
も
は
じ
め
ま

し
た
。
次
世
代
に
活
動
を

継
承
し
た
い
念
願
で
、
Ｕ

Ｓ
ス
ク
ー
ル
と
の
協
働
作

業
も
実
施
し
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
普

及
運
動
も
展
開
し
て
お
り

ま
す
。
記
念
事
業
と
し
て
、

昨
年
に
続
き
、
民
俗
学
の

巨
匠
・
赤
坂
憲
雄
先
生
を

迎
え
10
月
・
講
演
を
行
い

ま
す
。
年
末
は
「
記
念
誌
」

を
上
梓
致
し
ま
す
。
斯
様

な
活
動
を
支
え
て
く
れ
た

皆
様
に
改
め
て
、
感
謝
と

敬
意
を
表
し
ま
す
。
愈
々

来
年
は
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
研

究
会
開
催
を
控
え
ま
す
が

皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て

は
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
を

賜
る
事
切
に
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

設
立
10
周
年
を
迎
え
て

会
長　

田
村　

勝
彦



　

蓮
田
市
立
中
央
公
民
館
に

て
、
平
成
30
年
度
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
15

名
、
委
任
状
21
名
計
36
名
、

会
員
数
60
名
で
３
分
の
１
以

上
の
為
総
会
成
立
.
冒
頭
田

村
会
長
よ
り
10
周
年
を
迎
え

ら
れ
た
の
も
会
員
の
皆
様
の

お
支
え
が
あ
っ
た
と
会
員
皆

様
へ
の
感
謝
が
あ
っ
た
。
10

周
年
の
記
念
事
業
に
つ
い
て

は
①
記
念
誌
12
月
発
行
予
定

　

②
第
14
回
地
域
文
化
遺
産

ス
タ
デ
ィ
を
記
念
事
業
と
し

講
師
に
民
俗
学
で
有
名
な
赤

坂
憲
雄
先
生
（
学
習
院
大
学

教
授
）
を
迎
え
記
念
講
演
の

実
施（
10
/
27
）演
題
は
「
日

本
人
の
心
の
原
風
景
」
等
を

検
討
中
。
来
年
度
の
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
活
動
研
究
会
i
n
埼

玉
は
蓮
田
市
文
化
会
館
ハ
ス

ト
ピ
ア
に
て
10
/
５
、
６
に

て
開
催
す
る
。
現
在
準
備
中

で
あ
る
が
近
く
実
行
委
員
会

を
立
ち
上
げ
予
定
。
今
年
度

の
茨
城
開
催
時
、
埼
玉
開
催

の
P
R
を
実
施
す
る
。
会
員

の
皆
様
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
の
参
加
を
お
願
い
し
た

い
。
続
い
て
、
平
成
29
年
度

の
事
業
結
果
報
告
・
決
算
、

監
査
報
告
が
あ
り
可
決
承
認

さ
れ
た
。
会
長
か
ら
人
事
の

説
明
が
あ
り
雲
見
理
事
の
退

任
、
新
任
理
事
３
名
紹
介
、

今
年
度
10
名
体
制
に
な
り
そ

の
役
割
分
担
の
説
明
が
あ
っ

た
。平
成
30
年
度
事
業
計
画
・

予
算
案
等
承
認
さ
れ
１
号
議

案
か
ら
５
号
議
案
ま
で
審
議

さ
れ
全
て
提
案
通
り
可
決
承

認
さ
れ
た
。
質
疑
応
答
①
蓮

田
中
学
校　

教
頭
の
安
田
様

よ
り
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
パ
イ
プ

役
の
要
請
②
福
地
様
よ
り
極

地
研
（
文
化
遺
産
め
ぐ
り
）

訪
問
に
つ
い
て
、活
動
記
録
、

記
念
誌
発
行
の
意
義
、
要
望

が
あ
っ
た
。
新
体
制
の
役
割

分
担
は
次
の
通
り
。　
　
　

　

田
村
勝
彦
会
長
以
下
９
名

　

５
月
29
日
（
火
）来
日
中
の

世
界
的
海
洋
学
者
・
グ
ラ
ハ

ム
・
ホ
ー
ジ
ー
博
士
（
演
者
）

を
福
地
先
生
と
田
村
会
長
が

駅
に
お
迎
え
し
、
蓮
田
中
学

を
訪
問
、
特
別
室
に
部
員
70

名
と
安
田
教
頭
・
猪
俣
教
諭

も
参
加
さ
れ
平
賀
理
事
司
会

の
も
と
、
ア
メ
ー
ジ
ン
グ
・

グ
レ
イ
ス
を
演
奏
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ス
ラ
イ
ド
に

て
楽
器
の
説
明
、
生
徒
に
に

よ
る
体
験
、
質
疑
応
答
も
盛

ん
に
行
わ
れ
記
念
撮
影
に
て

楽
し
い
課
外
授
業
と
な
り
ま

し
た
。

（
何
の
た
め
に
自
転
車
で
走

る
の
か
。
）
前
回
は
、
北
海

道
２
０
０
０
㌔
の
一
部
を
お

話
し
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

恐
ろ
し
い
、
転
倒
の
お
話
で

す
。
ま
ず
、
何
で
、
自
転
車

で
走
る
か
。
動
機
は
私
の
健

康
で
す
。
私
の
健
康
の
問
題

点
は
「
血
糖
値
」
。
Ｈ
b
Ａ

１
Ｃ
7
.
0
（
正
常
値
6
.

2
）
。
こ
の
対
策
の
ポ
イ
ン

ト
は
「
食
事
」
「
運
動
」
。

「
自
転
車
で
日
本
一
周
を
や

ろ
う
。
」
で
し
た
・
８
月
６

日
。
襟
裳
岬
。
（
自
転
車
転

倒
の
話
）
広
尾
か
ら
襟
裳
岬

ま
で
、
黄
金
道
路
を
走
り
ま

し
た
。
黄
金
道
路
と
は
、
お

金
を
沢
山
使
っ
て
造
っ
た
の

で
、
黄
金
と
付
け
た
そ
う
で

す
。そ
の
道
路
に
は
２
か
所
、

５
㌔
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
が
あ

り
ま
す
。こ
の
旅
行
で
一
番
、

い
や
な
工
程
で
す
。
案
の
定
、

起
き
ま
し
た
。
嫌
な
こ
と
が
。

最
初
の
ト
ン
ネ
ル
の
入
り
口

で
、
路
面
の
凸
凹
に
タ
イ
ヤ

を
取
ら
れ
て
、
大
転
倒
。
私

は
道
路
の
中
央
に
投
げ
だ
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
人
生
は

終
わ
っ
た
と
、
覚
悟
し
恐
る

恐
る
後
ろ
を
振
り
返
り
ま
し

た
。何
と
、幸
運
で
し
ょ
う
。

車
が
来
て
い
ま
せ
ん
。
良
か

っ
た
！
！
（
九
死
に
一
生
と

は　

こ
の
事
か
）
私
は
、
右

手
、
右
膝
に
深
い
擦
り
傷
。

急
遽
バ
ス
に
変
更
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
広
尾
に
戻
り
、

バ
ス
の
時
間
を
確
認
。
運
よ

く
10
時
20
分
に
間
に
合
い
バ

ス
に
乗
っ
て
、
襟
裳
岬
に
。

５
㌔
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
が
２

本
。
そ
の
他
、
短
い
ト
ン
ネ

ル
が
数
本
。
自
転
車
で
走
ら

な
く
て
良
か
っ
た
。
ケ
ガ
は

し
た
が
、
生
き
て
い
ま
す
。

誰
か
に
守
ら
れ
て
い
る
感
じ

が
し
ま
し
た
。
襟
裳
岬
は
晴

れ
て
い
ま
し
た
。
「
襟
裳
の

春
は
何
も
な
い
春
で
す
」
歌

の
通
り
で
し
た
。
そ
ん
な
、

歌
の
歌
詞
が
聞
こ
え
て
き
ま

し
た
。
北
海
道
を
、
２
０
０

０
㌔
走
り
ま
し
た
。
現
在
に

お
血
糖
値
は
７
．
０
変
わ
り

ま
せ
ん
。
な
ら
ば
、
何
の
た

め
に
走
っ
た
の
か
と
思
い
ま

し
た
。
恐
ろ
し
い
事
。
危
険

が
一
杯
の
自
転
車
旅
行
。　

９
月
25
日
放
送
の
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

プ
レ
ミ
ア
ム
で
火
野
正
平
の

自
転
車
輪
行
「
こ
こ
ろ
の
旅
」

を
見
て
い
た
ら
、
「
感
動
」

で
心
が
高
ま
り
「
私
は
、
自

転
車
が
好
き
な
ん
だ
。
だ
か

ら
走
る
ん
だ
。
」
と
思
い
ま

し
た
。

６
月
９
日
（
土
）
第
18
回　

文
化
遺
産
め
ぐ
り
を
実
施
致

し
ま
し
た
。
梅
雨
入
り
直
後

で
天
候
を
心
配
致
し
ま
し
た

が
、
晴
天
に
恵
ま
れ
当
会
員

で
あ
り
第
33
次
越
冬
隊
長
の

福
地
光
男
氏
も
は
じ
め
13
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
ず
日

本
極
地
研
究
復
興
会
吉
田
理

事
長
さ
ん
よ
り
カ
ラ
フ
ト
犬

ブ
ロ
ン
ズ
像
の
前
で
厳
冬
の

中
で
連
れ
帰
る
こ
と
が
出
来

ず
翌
年
ま
で
生
き
延
び
て
い

た
タ
ロ
・
ジ
ロ
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。（
15
頭
、
１
９
５

８
年
～
５
９
年
１
月
）。館
内

ガ
イ
ド
は
本
吉
広
報
室
長
さ

ん
で
、
館
内
に
入
る
と
直
ぐ
、

床
面
に
南
極
の
地
図
が
あ

り
、
南
軌
軸
か
ら
見
て
、
南

は
？　

北
？
日
本
は
ど
の
方

向
で
す
か
と
質
問
さ
れ
ま
し

た
。
雪
上
車
。
砕
氷
船
、
基

地
内
の
依
住
室
や
隕
石
等
の

説
明
（
全
南
極
の
隕
石
の
約

３
分
の
１
が
日
本
に
！
、
１

万
６
８
３
０
個
、
南
極
海
の

生
き
物
ア
ザ
ラ
シ
・
ペ
ン
ギ

ン
の
剥
製
が
あ
り
ま
し
た
。
）

現
在
は
59
次
隊
32
名
で
こ
れ

ま
で
に
３
３
７
６
人
（
女
性

１
２
４
人
、
男
性
３
２
５
２

人
）
が
活
躍
さ
れ
て
地
球
の

南
の
果
て
、
南
極
が
少
し
分

っ
た
充
実
し
た
日
と
な
り
、

ラ
ン
チ
後
、
自
家
用
車
組
と

Ｊ
Ｒ
利
用
組
に
別
れ
、
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。
第
一
次
越

冬
隊
に
は
ネ
コ
も
同
行
し
ま

し
た
。
雄
の
三
毛
猫
名
前
は

「
た
け
し
」
と
言
い
ま
す
。

日
時　

２
０
１
８
年
6
月
16

日
（
土
）14
時
30
分
～
16
時
40

分
場
所　

朝
日
生
命
大
手
町

ビ
ル
27　

今
回
は
持
続
さ
せ

る
為
の
運
営
上
の
切
実
な
問

題
提
起
・
例
え
ば
情
報
共
有

の
方
法
と
か
、
会
員
増
対
策
、

財
務
基
盤
の
確
立
な
ど
審
議

が
目
立
つ
総
会
で
あ
っ
た
。

危
機
感
を
も
つ
協
会
か
ら
の

意
見
も
活
発
で
あ
っ
た
。
総

会
は
、
物
故
者
へ
の
黙
祷
か

ら
始
ま
っ
た
。
大
橋
会
長
挨

拶
の
後
、
新
規
加
盟
・
立
川

ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
紹
介
・
挨

拶
が
あ
っ
た
。
議
題
に
移
り

第
１
号
議
案　

前
年
度
分
承

認
第
２
号
議
案　

全
国
大
会

を
９
ブ
ロ
ッ
ク
の
輪
番
制
と

す
る
承
認
（
受
託
地
減
少
の

傾
向
あ
り
）
・
（
開
催
希
望
が

あ
れ
ば
都
度
検
討
）
因
み
に

２
０
２
０
年
は
中
国
ブ
ロ
ッ

ク
予
定
・
開
催
主
管
協
会
の

負
担
軽
減
策
と
し
て
１
日
開

催
を
原
則
。
但
し
２
日
間
開

催
す
る
事
を
否
定
し
な
い
・

開
催
地
ユ
協
は
赤
字
を
出
さ

な
い
よ
う
に
支
出
額
の
上
限

を
決
め
て
実
施
す
る
。
・
特

に
懇
親
会
は
赤
字
を
出
さ
な

い
よ
う
に
徹
底
す
る
第
３
号

議
案
ブ
ロ
研
に
つ
い
て
・
２

０
２
０
年
度
以
降
も
全
国
９

ブ
ロ
ッ
ク
で
毎
年
継
続
す

る
・
会
員
研
修
を
主
目
的
と

し
、
会
員
交
流
、
開
催
地
の

ユ
ネ
ス
コ
運
動
の
周
知
や
地

域
活
性
化
な
ど
も
目
的
と
す

る
・
原
則
1
日
開
催
と
し
て

日
ユ
協
連
セ
ミ
ナ
ー
は
ブ
ロ

研
で
は
行
わ
な
い
（
日
ユ
協

で
毎
年
４
・
５
月
頃
開
催
）・

主
管
ユ
協
の
負
担
を
減
ら
す

為
に
参
加
費
の
下
限
を
千
円

と
す
る
最
後
に
・
構
成
団
体

会
員
会
費
と
機
関
紙
に
つ
き

下
記
提
案
が
あ
り
継
続
審
議

事
項
と
な
っ
た
。（
1
）.
２

０
２
０
年
度
か
ら
現
行
会
費

千
円
を
千
五
百
円
に
値
上
げ

を
検
討
、
更
に
機
関
紙
を
年

３
回
W
E
B
掲
載
と
し
、
活

動
レ
ポ
ー
ト
を
年
1
回
会
員

に
直
送
す
る
（
2
）.
W
E
B

化
す
れ
ば
約
千
五
百
万
円
の

予
算
削
減
が
想
定
さ
れ
る
。

紙
を
使
っ
た
情
報
媒
体
を
か

え
て
印
刷
や
送
料
カ
ッ
ト
を

し
た
い
。　
　

以
上

第
10 

回

2018
年
度 

総
会

第
18
回
文
化
遺
産
め
ぐ
り

第
18
回
文
化
遺
産
め
ぐ
り

全
国
一
周
自
転
車

　
　
　
　
　

輪
行

対
馬
更
生(

会
員)

日
・
豪
音
楽
交
流
会

バ
グ
パ
イ
プ
を
聞
く

蓮
田
中
学
校
吹
奏
楽
部
訪
問

(

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
と
交
流)

(3) 蓮田・白岡地方ユネスコ協会ホームページ http://www.unesco.or.jp/hasuda-shiraoka/ 　　　(2)

カラフト犬の銅像、東京タワー
より移設されました。

第
69
回
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
定
時
総
会
報
告

全
国
大
会
・
ブ
ロ
研
の
在
り
方
を
検
討
審
議
す
る

　
　
　
　
　

Ｉ
Ｔ
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
活
用
で
予
算
削
減
も
検
討

田
村
勝
彦　
　

会
長　

飯
島　

剛　
　

副
会
長

江
口　

保　
　

副
会
長

熊
倉　

晃　
　

副
会
長

斎
藤
恵
美
子　

事
務
局

平
賀
栄
美
子　

事
務
局

杉
原　

茂　
　

事
務
局

原
田　

仁　
　

事
務
局

向
山
裕
規　
　

事
務
局

柴
山
利
幸　
　

事
務
局

役
員
紹
介

役
員
紹
介

役
員
紹
介

役
員
紹
介

役
員
紹
介

役
員
紹
介

役
員
紹
介

役
員
紹
介

役
員
紹
介

①
原
田　

仁
（
は
ら
だ　

ひ
と
し
）
②
生
ま
れ
は
愛

知
県
で
す
が
蓮
田
市
に
住

ん
で
４
０
年
に
な
り

ま

す
。
③
今
ま
で
ユ
ネ
ス
コ

と
は
無
縁
で
し
た
が
、
田

村
会
長
の
熱
意
と
強
い
お

誘
い
に
よ
り
今
年
の
総
会

か
ら
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ユ
ネ
ス
コ
＝
世
界
遺
産
と

い
う
単
純
な
認
識
で
し
た

が
、
地
域
の
文
化
遺
産
に

関
す
る
地
道
な
取
り
組
み

な
ど
新
し
い
側
面
を
知
り

ま
し
た
。
地
域
の
結
び
つ

き
が
薄
く
な
る
こ
の
頃
で

す
が
、
協
会
の
活
動
に
よ

り
少
し
で
も
「
ふ
る
さ
と
」

へ
の
愛
着
を
深
め
る
活
動

が
で
き
れ
ば
と
思
い

ま

す
。

①
柴
山
利
幸　

（
し
ば
や

ま　

と
し
ゆ
き
）　

②
埼

玉
県
旧
浦
和
市
③
現
在
は

ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し

て
関
東
各
地
で
講
習
会
を

開
催
し
、
子
ど
も
た
ち
が

自
然
と
触
れ
合
う
き
っ
か

け
を
増
や
す
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

活
動
を
通
し
て
、
「
自
然

を
規
範
に
す
る
教
育
」
の

啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
③
近
年
は
山
の
海
外

遠
征
の
際
、
現
地
の
学
校

の
視
察
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
国
際
的
な
枠
組
み
で

あ
る
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

に
興
味
を
持
っ
て
い

ま

す
。
 

今
年
長
崎
と
天
草
地
方
の

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺

産
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
ま
し
た
。
潜
伏
キ
リ
シ

タ
ン
と
い
う
言
葉
は
聞
き

慣
れ
な
い
言
葉
で
す
が
、

ど
う
い
う
意
味
な
の
で
し

ょ
う
か
。
潜
伏
キ
リ
シ
タ

ン
と
は
、
徳
川
幕
府
に
よ

っ
て
キ
リ
ス
ト
教
が
禁
じ

ら
れ
て
い
た
17
～
19
世
紀

の
日
本
で
、
密
か
に
キ
リ

ス
ト
教
信
仰
を
続
け
て
い

た
人
々
を
指
し
ま
す
。
禁

教
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

密
か
に
信
仰
を
続
け
た
長

崎
天
草
の
独
特
な
伝
統
の

証
拠
と
全
体
の
価
値
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
遺

産
の
登
録
に
よ
り
、
信
仰

が
根
ざ
し
た
風
土
全
体
を

住
民
や
自
治
体
が
改
め
て

考
え
直
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が

担
い
手
と
し
て
、
文
化
や

景
観
を
保
全
継
承
し
て
い

く
と
い
う
地
域
振
興
に
繋

げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。
（
Y
.
M
）　

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

①
執
筆
者

②
今
ま
で
の
歩
み

③
ユ
ネ
ス
コ
活
動
へ
の
抱
負

(

敬
称
は
省
略
し
て
い
ま
す
。)

原
田　

仁

柴
山
利
幸

世
界
遺
産 Tips



二
日
間
に
亘
る
大
会
は
内
容

が
豊
富
で
、
今
ま
で
に
な
い

充
実
感
が
あ
り
ま
し
た
。
北

海
道
ユ
協
連
・
函
館
ユ
協
の

皆
様
の
お
も
て
な
し
の
心
と

立
派
な
大
会
を
遂
行
さ
れ
た

努
力
に
対
し
心
か
ら
感
謝
と

敬
意
を
表
し
ま
す
。　
（
完
）

４
月
14
日
〈
土
〉
午
後
２
時

か
ら
蓮
田
市
立
図
書
館
会
議

室
に
お
い
て
２
０
１
８
年
度

の
理
事
会
（
総
会
）
を
開
催

し
ま
し
た
。
会
議
に
は
秩
父

ユ
協
を
除
く
埼
玉
県
内
６
ユ

協
の
代
表
者
・
理
事
が
出
席

さ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
田
村
協

議
会
会
長
よ
り
「
ユ
協
間
の

相
互
理
解
と
連
帯
感
を
高
め

る
為
の
情
報
の
共
有
化
を
促

進
し
て
い
き
た
い
」
と
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。
審
議
事

項
で
あ
る
前
年
度
の
事
業
報

告
と
会
計
報
告
並
び
に
今
年

度
の
事
業
計
画
と
予
算
案
は

原
案
通
り
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
次
に
、
２
０
１
８
年
度

の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
ユ
ネ
ス
コ

活
動
研
究
会
の
分
科
会
に
お

い
て
、
埼
玉
県
よ
り
２
件
の

発
表
（
①
自
由
の
森
学
園
②

秩
父
ユ
協
）
を
行
う
こ
と
を

紹
介
し
ま
し
た
。
最
後
に
蓮

田
市
内
で
開
催
さ
れ
る
２
０

１
９
年
度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
ユ

ネ
ス
コ
活
動
研
究
会
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。
決
定
し

た
こ
と
は
、
開
催
日
を
10
月

５
日
・
６
日
、
開
催
場
所
を

蓮
田
市
総
合
文
化
会
館
（
ハ

ス
ト
ピ
ア
）
及
び
大
会
テ
ー

マ
を
「
P
e
a
c
e
 
f
o

r
 
T
o
m
o
r
r
o
w
」

（
ひ
ろ
げ
よ
う
平
和
の
心
）

平
和
な
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
共
に
学
び
・
共
に
語
ろ

う
」
で
す
。
次
回
の
理
事
会

は
８
月
２
日
に
蓮
田
市
内
で

開
催
予
定
で
す
が
、
分
科
会

の
テ
ー
マ
等
を
更
に
協
議
し

て
ま
い
り
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
内
容
は
次
回
会
報
で
お

知
ら
せ
で
き
る
と
思
い
ま
す

が
、
当
地
で
開
催
さ
れ
る
関

ブ
ロ
に
一
人
で
も
多
く
の
会

員
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

初
日　

上
磯
中
吹
奏
楽
部
の

勇
壮
な
演
奏
で
幕
を
開
け

た
。
式
は
主
催
者
挨
拶
と
各

省
庁
来
賓
・
県
・
市
の
祝
辞

が
続
く
。
基
調
講
演
は
「
人

口
減
少
時
代
に
お
け
る
幸
福

を
考
え
る
」
と
題
し
て
講
話

が
あ
り
函
館
野
外
劇
で
縄
文

か
ら
の
函
館
史
を
学
ん
だ
。

Ｅ
Ｓ
Ｄ
活
動
報
告
と
西
村
幸

夫
氏
司
会
で
「
未
来
遺
産
運

動
10
周
年
フ
ォ
－
ラ
ム
」
が

あ
っ
た
。
交
流
会
は
５
０
０

名
が
場
所
を
ホ
テ
ル
に
移
動

し
始
ま
る
。
ピ
ア
ノ
・
ソ
プ

ラ
ノ
に
続
き
、
江
差
追
分
名

人
・
菊
池
勲
氏
が
場
を
盛
り

上
げ
て
く
れ
た
。
２
日
目
は

９
時
開
催
。
縄
文
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー
・
阿
部
千
春
氏
が

講
義
。
そ
の
後
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
カ
ス
は
函
館
・
ア
イ
ヌ
協

会
長
・
加
藤
敬
人
氏
他
３
名

「
北
の
大
地
か
ら
次
世
代
へ
」

の
大
会
テ
ー
マ
の
も
と
、
大

津
県
連
会
長
が
司
会
を
担
っ

た
。
２
０
０
８
年
「
ア
イ
ヌ

民
族
法
」
制
定
で
ア
イ
ヌ
が

「
先
住
民
族
」
と
し
て
位
置

さ
れ
た
経
緯
や
教
育
現
場
で

の
取
組
が
説
明
あ
り
。
そ
の

際
に
出
た
言
葉
「
イ
ラ
ン
カ

ラ
プ
ヤ
」（
こ
ん
に
ち
は
・
あ

な
た
の
心
に
そ
っ
と
寄
り
添

い
ま
す
の
意
）
此
の
言
葉
こ

そ
「
自
然
と
共
生
」
し
て
き

た
ア
イ
ヌ
人
の
優
し
さ
を
表

し
、
倭
人
と
の
共
生
を
可
能

に
し
た
言
葉
で
あ
る
と
感
じ

た
。次
に「
青
年
活
動
の
今
」

を
石
狩
ユ
協
・
新
屋
彩
さ
ん

が
３
歳
の
乳
飲
み
子
を
抱
き

発
表
し
た
。
３
人
の
児
育
て

し
な
が
ら
ユ
ネ
ス
コ
活
動
す

る
姿
に
皆
感
動
し
た
。
彼
女

曰
く
、
ユ
協
に
入
る
き
っ
か

け
は
「
意
思
が
特
別
あ
っ
た

わ
け
で
は
な
く
偶
々
カ
ン
ボ

ジ
ア
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
、

途
上
国
の
取
組
を
必
死
で
や

っ
て
い
る
ユ
ネ
ス
コ
活
動
に

感
銘
を
受
け
た
か
ら
だ
と
・

・
」
最
後
に
日
ユ
協
連
鈴
木

理
事
長
が
登
壇
、挨
拶
の
後
、

来
年
開
催
担
当
・
都
ユ
協
連

平
井
会
長
か
ら
「
９
月
６
・

７
日
」
の
日
程
と
場
所
は
豊

島
区
内
を
検
討
中
で
「
皆
様

お
出
で
ま
せ
」
・
・
と
20
名

の
登
壇
者
が
声
を
揃
て
閉
会

と
な
っ
た
。

発行人　:蓮田・白岡地方ユネスコ協会　会長　田村勝彦　〒349-0141　蓮田市西新宿3-55-15 (4)

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ

連
絡
協
議
会
開
催

第
74
回
日
本
ユ
ネ
ス
コ

運
動
全
国
大
会

ｉ
ｎ
函
館
に
参
加　

(

函
館
芸
術

セ
ン
タ
ー
７
月
７
・
８
日)

`

イ
ラ
ン 

カ
ラ
プ
ヤ`

こ
の
た
び
の
西
日
本
を

中
心
と
し
た
「
平
成
30

年
7
月
豪
雨
」
に
よ
り

犠
牲
と
な
っ
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